
  ＳＮＳを活用したいじめ相談モデル事業      

１．事業概要 

 （１）趣旨 

   ・ 10代のコミュニケーション手段はＳＮＳが中心 

   ・ このため、子ども達が、いじめ等の悩みを相談しやすい 

     ＳＮＳを活用した相談体制を開設し、試行 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）スキーム 

     ○生徒全員に配布するカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（３）実施スケジュール 

        H30.6  相談受付開始 

         ・モデル校：中高各４校（生徒約５千人）  

         ・受付時間：18:00～21:00 

 

     H30.10 相談受付終了 

      

     H31.2  有識者による協議会で効果と課題を検証 
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２．相談窓口の利用状況 

 （１）相談申込み等 

 

 

 

 

 

 

 

    ※相談申込みが混み合う等の理由から相談員が対応できないものもある。 

 

  （２）相談内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

                   ※無応答：相談申込みを受け、相談員が対応の開始を告げるも、応答がなかったもの。 

 

  （３）相談時間 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

６月 ７月 ８月 ９月 10月 計 備考 

相談申込み件数 １３８ ５５ ４５ ４９ ４９ ３３６ 
月平均６７件 
（既存の電話相談窓口：月平均６３件） 

相談対応件数（※） １００ ４６ ４４ ４６ ４８ ２８４ 

電話・対面での相談に結び
付いた件数 
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資料６ 

・24時間いじめ相談電話 
・小中高全校を対象:児童生徒約10万8千人 

生徒の生命に関わる 
緊急性の高いものなし 


